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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 対 象 物 の 欠 陥 を 検 査 す る 検 査 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 対 象 物 を 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 含 む 色 情 報 を 有 す る 画 像 情 報 と し て 撮 像 可 能 な 撮 像 部 と 、
　 前 記 撮 像 部 に よ っ て 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 の 前 記 色 情 報 に 基 づ い て 前 記 対 象 物 が 欠 陥 を 有  
す る か 否 か を 判 定 す る 判 定 部 と を 備 え 、
　 前 記 判 定 部 は 、 サ ポ ー ト ベ ク タ マ シ ン を 用 い て 前 記 対 象 物 の 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域  
の 各 画 素 の Ｒ 値 か ら Ｒ 値 用 の 境 界 を 決 定 し 、 各 画 素 の Ｇ 値 を か ら Ｇ 値 用 の 境 界 を 決 定 し 、  
各 画 素 の Ｂ 値 か ら Ｂ 値 用 の 境 界 を 決 定 す る た め の 学 習 を 行 う 処 理 と 、
　 前 記 撮 像 部 で 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 に 含 ま れ て い る 画 素 ご と に 、 Ｒ 値 と 前 記 Ｒ 値 用 の 境 界  
の 比 較 結 果 と 、 Ｇ 値 と 前 記 Ｇ 値 用 の 境 界 の 比 較 結 果 と 、 Ｂ 値 と 前 記 Ｂ 値 用 の 境 界 の 比 較 結  
果 と に 基 づ い て 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る フ ィ ル タ 処 理 と を 行 う よ う に 構 成 さ れ た 、 検  
査 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 色 情 報 が 、 さ ら に Ｈ Ｓ Ｌ 値 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 色 情 報 が 、 さ ら に Ｘ Ｙ Ｚ 値 を 含 む 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 判 定 部 は 、 前 記 対 象 物 の 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 の 前 記 色 情 報 と 、 さ ら に 欠 陥 が  
存 在 し て い る 領 域 の 前 記 色 情 報 と に 基 づ い て 、 前 記 フ ィ ル タ 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ た  

請求項の数　7　（全16頁）　最終頁に続く
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、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 判 定 部 は 、 前 記 フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ た 後 、 さ ら に 欠 陥 の 形 状 に 応 じ た フ ィ ル タ 処 理  
を 行 う よ う に 構 成 さ れ た 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 判 定 部 は 、 前 記 撮 像 部 で 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 の 全 画 素 に つ い て 画 素 ご と に 欠 陥 で あ  
る か 否 か が 判 定 さ れ た 結 果 を マ ッ ピ ン グ す る よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に  
記 載 の 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か の 検 査 装 置 を 用 い て 対 象 物 の 欠 陥 を 検 査 す る 検 査 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 対 象 物 を 、 前 記 色 情 報 を 含 む 画 像 情 報 と し て 撮 像 し 、 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 の 全 画 素  
に つ い て 画 素 ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る こ と に よ っ て 、 前 記 対 象 物 が 欠 陥 を 有 す  
る か 否 か を 判 定 す る 、 検 査 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 検 査 装 置 及 び 検 査 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 シ ー ト 等 の 対 象 物 の ム ラ 、 気 泡 、 異 物 等 の 欠 陥 を 検 査 す る 検 査 装 置 が 用 い ら れ て  
い る 。
　 一 方 、 検 査 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 欠 陥 に つ い て 、 色 情 報 を 含 む 画 像 情 報 と し て カ メ ラ  
等 で 撮 像 し て 欠 陥 の 境 界 決 定 用 画 像 情 報 が 取 得 さ れ 、 取 得 さ れ た 欠 陥 の 境 界 決 定 用 画 像 情  
報 に つ い て 、 該 境 界 決 定 用 画 像 情 報 を 強 調 す る フ ィ ル タ 処 理 が 行 わ れ て 欠 陥 で あ る か 否 か  
の 境 界 が 予 め 決 定 さ れ 、 該 決 定 さ れ た 境 界 に 基 づ い て 、 対 象 物 の 画 像 情 報 に 欠 陥 が 含 ま れ  
る か 否 か が 判 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 検 査 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 取 得 さ れ た 境 界 決 定 用 画 像 情 報 全 体 に つ い て 、 Ｈ Ｓ Ｖ を 含 む 色 情 報 か ら エ ネ ル  
ギ ー 、 エ ン ト ロ ピ ー 、 均 一 性 を 算 出 し 、 こ れ ら エ ネ ル ギ ー 、 エ ン ト ロ ピ ー 、 均 一 性 か ら サ  
ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン を 用 い て 境 界 が 予 め 決 定 さ れ 、 該 決 定 さ れ た 境 界 に 基 づ い て 、 対 象  
物 を 検 査 す る 検 査 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 検 査 装 置 に よ れ ば 、 例 え ば 、 金 属 部 材 を 溶  
接 す る に あ た り 、 溶 接 部 分 が 所 望 の 形 状 を 有 し て い る か 否 か を 検 査 す る こ と が 可 能 と な る  
（ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － １ ０ ３ ４ ９ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 シ ー ト 等 の 対 象 物 の 欠 陥 の 検 査 に 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た よ う な 技 術 を 用 い て  
も 、 十 分 に 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 な い お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 事 情 に 鑑 み 、 本 願 発 明 は 、 従 来 よ り も 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 検 査 装 置 及 び 検  
査 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら が 上 記 課 題 を 解 決 す る 手 段 に つ い て 鋭 意 研 究 を 行 っ た と こ ろ 、 以 下 の 知 見 を  
見 出 し た 。
　 す な わ ち 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た よ う な 検 査 装 置 は 、 比 較 的 広 い 領 域 （ 画 素 ） の 境 界  
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決 定 用 画 素 情 報 か ら 、 欠 陥 を 有 す る か 否 か を 判 定 す る た め の 境 界 を 決 定 す る 必 要 が あ る 。
　 し か し 、 こ の よ う に 広 い 領 域 の 境 界 決 定 用 画 像 情 報 に 基 づ い て 、 し か も 、 エ ネ ル ギ ー 、  
エ ン ト ロ ピ ー 、 均 一 性 に 基 づ い て 境 界 を 決 定 す る 検 査 装 置 で は 、 欠 陥 を 十 分 に 検 査 し 得 な  
い こ と を 見 出 し た 。
　 か か る 知 見 に 基 づ い て 本 発 明 者 ら が さ ら に 鋭 意 研 究 を 行 っ た と こ ろ 、 対 象 物 の 画 像 情 報  
の う ち 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 の 境 界 決 定 用 画 像 情 報 に つ い て 、 画 素 単 位 で 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値  
を 含 む 色 情 報 に 基 づ い て フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ て 各 画 素 が 欠 陥 で あ る か 否 か の 境 界 を 予 め 決  
定 し 、 こ の 境 界 に 基 づ い て 、 撮 像 部 で 撮 像 さ れ た 対 象 物 の 画 像 情 報 の 全 画 素 に つ い て 画 素  
ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る こ と に よ っ て 、 十 分 に 精 度 に 高 く 検 査 を 行 い 得 る こ と  
を 見 出 し て 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 検 査 装 置 は 、
　 対 象 物 の 欠 陥 を 検 査 す る 検 査 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 対 象 物 を 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 含 む 色 情 報 を 有 す る 画 像 情 報 と し て 撮 像 可 能 な 撮 像 部 と 、
　 前 記 撮 像 部 に よ っ て 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 の 前 記 色 情 報 に 基 づ い て 前 記 対 象 物 が 欠 陥 を 有  
す る か 否 か を 判 定 す る 判 定 部 と を 備 え 、
　 前 記 判 定 部 は 、 前 記 対 象 物 の 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 の 前 記 色 情 報 に 基 づ い て 、 前 記  
画 像 情 報 の 各 画 素 が 欠 陥 で あ る か 否 か を 画 素 ご と に 判 定 す る た め の 境 界 を 決 定 し 、 決 定 さ  
れ た 前 記 境 界 に 基 づ い て 前 記 撮 像 部 で 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 の 全 画 素 に つ い て 画 素 ご と に 欠  
陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る フ ィ ル タ 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 Ｒ は 赤 色 （ Ｒ ｅ ｄ ） 、 Ｇ は 緑 色 （ Ｇ ｒ ｅ ｅ ｎ ） 、 Ｂ は 青 色 （ Ｂ ｌ ｕ ｅ ） を 表 す  
。 ま た 、 Ｒ は 波 長 ７ ０ ０ ｎ ｍ の 単 色 光 を 基 準 と し た 値 で あ り 、 Ｇ は 波 長 ５ ４ ６ ． １ ｎ ｍ の  
単 色 光 を 基 準 と し た 値 で あ り 、 Ｂ は 波 長 ４ ３ ５ ． ８ ｎ ｍ の 単 色 光 を 基 準 に し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 判 定 部 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 用 い て 画 像 情 報 の 各 画 素 が 欠 陥 で あ る か 否  
か を 画 素 単 位 で 判 定 す る た め の 境 界 を 決 定 し 、 決 定 さ れ た 境 界 に 基 づ い て 全 画 素 に つ い て  
画 素 ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 し 得 る 。
　 こ れ に よ り 、 複 数 の 画 素 で 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 用 い ず に 境 界 を 決 定 す る 場 合 よ り も 、 高 い 精 度  
で 欠 陥 検 査 を 行 い 得 る 。
　 よ っ て 、 従 来 よ り も 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 の 検 査 装 置 に お い て は 、
　 前 記 色 情 報 が 、 さ ら に Ｈ Ｓ Ｌ 値 を 含 む こ と が 、 好 ま し い 。
　 こ こ で 、 Ｈ は Ｈ ｕ ｅ （ 色 相 ） 、 Ｓ は Ｓ ａ ｔ ｕ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ （ 彩 度 ） 、 Ｌ は Ｌ ｕ ｍ ｉ ｎ ａ  
ｎ ｃ ｅ （ 輝 度 ） を 表 し 、 後 述 す る 変 換 式 に よ っ て 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ か ら 算 出 さ れ る 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 判 定 部 が 、 色 情 報 と し て Ｒ Ｇ Ｂ 値 に 加 え て さ ら に Ｈ Ｓ Ｌ 値 に 基 づ  
い て 上 記 境 界 を 決 定 し 得 る 。
　 こ れ に よ り 、 よ り 詳 細 に 上 記 境 界 を 決 定 し 得 る た め 、 上 記 境 界 の 精 度 が よ り 高 く な り 、  
そ の 結 果 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 構 成 の 検 査 装 置 に お い て は 、
　 前 記 色 情 報 が 、 さ ら に Ｘ Ｙ Ｚ 値 を 含 む こ と が 、 好 ま し い 。
　 こ こ で 、 Ｘ は 、 人 （ 眼 ） が 赤 み と 感 じ る 度 合 い を 表 し 、 Ｙ は 、 人 （ 眼 ） が 青 み と 感 じ る  
度 合 い を 表 し 、 Ｚ は 人 （ 眼 ） が 緑 み と 感 じ る 度 合 い を 表 し 、 後 述 す る 変 換 式 に よ っ て 上 記  
Ｒ Ｇ Ｂ か ら 算 出 さ れ る 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 判 定 部 が 、 色 情 報 と し て Ｒ Ｇ Ｂ 値 に 加 え て さ ら に Ｘ Ｙ Ｚ 値 に 基 づ  
い て 、 ま た は 、 色 情 報 と し て Ｒ Ｇ Ｂ 値 、 Ｈ Ｓ Ｌ 値 に 加 え て さ ら に Ｘ Ｙ Ｚ 値 に 基 づ い て 上 記  
境 界 を 決 定 し 得 る 。
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　 こ れ に よ り 、 よ り 詳 細 に 上 記 境 界 を 決 定 し 得 る た め 、 上 記 境 界 の 精 度 が よ り 高 く な り 、  
そ の 結 果 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 構 成 の 検 査 装 置 に お い て は 、
　 前 記 判 定 部 は 、 前 記 対 象 物 の 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 の 前 記 色 情 報 と 、 さ ら に 欠 陥 が  
存 在 し て い る 領 域 の 前 記 色 情 報 と に 基 づ い て 、 画 素 ご と に 前 記 フ ィ ル タ 処 理 を 行 う よ う に  
構 成 さ れ て い る こ と が 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 判 定 部 が 、 欠 陥 が 存 在 し な い 領 域 の 色 情 報 に 加 え て 、 欠 陥 が 存 在  
し て い る 領 域 の 色 情 報 に も 基 づ い て 上 記 境 界 を 決 定 し 得 る 。
　 こ れ に よ り 、 よ り 詳 細 に 上 記 境 界 を 決 定 し 得 る た め 、 上 記 境 界 の 精 度 が よ り 高 く な り 、  
そ の 結 果 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 の 検 査 装 置 に お い て は 、
　 前 記 判 定 部 は 、 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン を 用 い て 前 記 境 界 を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て  
い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン を 用 い る こ と に よ っ て 、 よ り 精 度 良 く 上  
記 境 界 を 決 定 し 得 る 。
　 こ れ に よ り 、 よ り 詳 細 に 上 記 境 界 を 決 定 し 得 る た め 、 上 記 境 界 の 精 度 が よ り 高 く な り 、  
そ の 結 果 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 構 成 の 検 査 装 置 に お い て は 、
　 前 記 判 定 部 は 、 前 記 フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ た 後 、 さ ら に 欠 陥 の 形 状 に 応 じ た フ ィ ル タ 処 理  
を 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 上 記 フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ た 後 、 さ ら に 欠 陥 の 形 状 に 応 じ た フ ィ ル  
タ 処 理 を 行 う こ と に よ っ て 、 欠 陥 を よ り 強 調 で き る た め 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得  
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 構 成 の 検 査 装 置 に お い て は 、
　 前 記 判 定 部 は 、 前 記 撮 像 部 で 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 の 全 画 素 に つ い て 画 素 ご と に 欠 陥 で あ  
る か 否 か を 判 定 し た 結 果 を マ ッ ピ ン グ す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 全 画 素 の 判 定 結 果 が マ ッ ピ ン グ さ れ る こ と に よ っ て 、 欠 陥 で あ る  
か 否 か が 容 易 に 確 認 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 検 査 方 法 は 、
　 前 記 検 査 装 置 を 用 い て 対 象 物 の 欠 陥 を 検 査 す る 検 査 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 対 象 物 を 、 前 記 色 情 報 を 含 む 画 像 情 報 と し て 撮 像 し 、 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 の 全 画 素  
に つ い て 画 素 ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る こ と に よ っ て 、 前 記 対 象 物 が 欠 陥 を 有 す  
る か 否 か を 判 定 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 上 記 検 査 装 置 を 用 い る こ と に よ っ て 、 従 来 よ り も 高 い 精 度 で 欠 陥  
を 検 査 し 得 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の 通 り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 よ り も 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 検 査 装 置 及 び 検  
査 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 検 査 装 置 を 示 す 概 略 側 面 図
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 で 検 査 さ れ る シ ー ト に 欠 陥 が 含 ま れ て い る 状 態 を 示 す 概 略  
平 面 図
【 図 ３ 】 画 像 情 報 に 含 ま れ る 画 素 を 示 す 概 略 平 面 図
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 の フ ィ ル タ 処 理 に お い て 、 境 界 が 決 定 さ れ る 一 例 を 、 模 式 的 に 示 す 概  
略 図
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 で 行 わ れ る フ ィ ル タ 処 理 の 結 果 の 一 例 を 示 す グ ラ フ
【 図 ６ 】 本 実 施 形 態 の フ ィ ル タ 処 理 に お い て 、 未 知 の 画 像 情 報 が 欠 陥 を 有 す る か が 判 定 さ  
れ る 一 例 を 模 式 的 に 示 す 概 略 図
【 図 ７ 】 本 実 施 形 態 の フ ィ ル タ 処 理 に お い て 、 未 知 の 画 像 情 報 の 欠 陥 を 検 査 す る フ ロ ー を  
模 式 的 に 示 す 、 概 略 図
【 図 ８ 】 実 施 例 で 用 い ら れ る シ ー ト が 撮 像 さ れ て 得 ら れ た 画 像
【 図 ９ 】 比 較 例 １ の マ ッ ピ ン グ 画 像 を 示 す 画 像
【 図 １ ０ 】 比 較 例 １ の 一 領 域 の 階 調 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ １ 】 実 施 例 １ の マ ッ ピ ン グ 画 像 を 示 す 画 像
【 図 １ ２ 】 実 施 例 １ の 一 領 域 の 階 調 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ３ 】 実 施 例 ２ の マ ッ ピ ン グ 画 像 を 示 す 画 像
【 図 １ ４ 】 実 施 例 ２ の 一 領 域 の 階 調 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ５ 】 実 施 例 ３ の マ ッ ピ ン グ 画 像 を 示 す 画 像
【 図 １ ６ 】 実 施 例 ３ の 一 領 域 の 階 調 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ７ 】 実 施 例 ４ の マ ッ ピ ン グ 画 像 を 示 す 画 像
【 図 １ ８ 】 実 施 例 ４ の 一 領 域 の 階 調 を 示 す グ ラ フ
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 検 査 装 置 及 び 検 査 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説  
明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま ず 、 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 １ は 、
　 対 象 物 と し て の シ ー ト ５ ０ の 欠 陥 を 検 査 す る 検 査 装 置 １ で あ っ て 、
　 前 記 シ ー ト ５ ０ を 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 含 む 色 情 報 を 有 す る 画 像 情 報 Ｄ と し て 撮 像 可 能 な 撮 像 部  
２ ０ と 、
　 前 記 撮 像 部 ２ ０ に よ っ て 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 Ｄ の 前 記 色 情 報 に 基 づ い て 前 記 シ ー ト ５ ０  
が 欠 陥 を 有 す る か 否 か を 判 定 す る 判 定 部 ３ ０ と を 備 え 、
　 前 記 判 定 部 ３ ０ は 、 前 記 シ ー ト ５ ０ の 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 Ｒ １ （ 図 ２ の シ ー ト ５  
０ の 欠 陥 以 外 の 領 域 ） の 前 記 色 情 報 に 基 づ い て 、 画 素 Ｐ ご と に フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ て 前 記  
画 像 情 報 Ｄ の 各 画 素 Ｐ が 欠 陥 で あ る か 否 か を 画 素 Ｐ ご と に 判 定 す る た め の 境 界 Ｔ を 決 定 し  
、 決 定 さ れ た 境 界 Ｔ に 基 づ い て 前 記 撮 像 部 ２ ０ で 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 Ｄ の 全 画 素 Ｐ に つ い  
て 画 素 Ｐ ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る フ ィ ル タ 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 検 査 装 置 １ は 、 シ ー ト ５ ０ に 光 を 照 射 す る 照 射 部 １ ０ と 、 判 定 部 ３ ０ で の 判 定 結 果 を 表  
示 す る 表 示 部 ４ ０ と を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 シ ー ト ５ ０ は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 シ ー ト ５ ０ と し て 、 光 学 フ ィ ル  
ム 、 遮 熱 フ ィ ル ム 、 断 熱 フ ィ ル ム 、 Ｕ Ｖ カ ッ ト フ ィ ル ム 等 が 挙 げ ら れ る 。 基 材 と 、 該 基 材  
に 積 層 さ れ た 粘 着 剤 層 と を 有 す る 粘 着 テ ー プ 等 が 挙 げ ら れ る 。 該 粘 着 テ ー プ と し て は 、 上  
記 基 材 の 一 方 の 面 の み に 粘 着 剤 層 が 積 層 さ れ て な る 粘 着 テ ー プ や 、 上 記 基 材 の 両 面 に 粘 着  
剤 層 が 積 層 さ れ て な る 粘 着 テ ー プ 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 照 射 部 １ ０ は 、 シ ー ト ５ ０ に 光 を 照 射 す る も の で あ り 、 該 照 射 部 １ ０ に よ っ て シ ー ト ５  
０ に 照 射 さ れ て シ ー ト ５ ０ で 反 射 さ れ た 光 （ 正 反 射 光 ） が 撮 像 部 ２ ０ で 受 光 さ れ る よ う に  
構 成 さ れ て い る 。
　 照 射 部 １ ０ は 、 撮 像 部 ２ ０ で 受 光 可 能 な 光 を 照 射 可 能 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例  
え ば 、 照 射 部 １ ０ と し て は 、 白 色 光 を 照 射 す る 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ が 挙 げ ら れ る 。
　 シ ー ト ５ ０ と 垂 直 な 方 向 （ 図 １ の 一 点 鎖 線 ） に 対 し て 照 射 部 １ ０ が な す 角 度 θ １ は 、 該  
照 射 部 ２ ０ か ら 照 射 さ れ た 光 を 撮 像 部 ２ ０ で 受 光 可 能 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 か か  
る 角 度 θ １ は 、 例 え ば 、 １ ０ ° に 設 定 し 得 る 。
　 シ ー ト ５ ０ に 対 す る 照 射 部 １ ０ の 距 離 （ 最 短 距 離 ） は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 撮 像 部 ２ ０ は 、 シ ー ト ５ ０ を 、 色 情 報 を 含 む 画 像 情 報 Ｄ と し て 撮 像 可 能 な も の で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 撮 像 部 ２ ０ は 、 照 射 部 １ ０ か ら 照 射 さ れ て シ ー ト ５ ０ で 反 射 さ れ た 光  
を 受 光 す る こ と に よ っ て 、 シ ー ト ５ ０ を 撮 像 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 撮 像 部 ２ ０ は 、 シ ー ト ５ ０ を 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 含 む 色 情 報 を 有 す る 画 像 情 報 Ｄ と し て 撮 像 可  
能 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 撮 像 部 ２ ０ と し て は 、 例 え ば 、 カ メ ラ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 シ ー ト ５ ０ と 垂 直 な 方 向 （ 図 １ の 一 点 鎖 線 ） に 対 し て 撮 像 部 ２ ０ が な す 角 度 θ ２ は 、 照  
射 部 １ ０ か ら 照 射 さ れ た 光 を 撮 像 部 ２ ０ が 受 光 可 能 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 か か る  
角 度 θ ２ は 、 例 え ば 、 １ ０ ° に 設 定 し 得 る 。
　 シ ー ト ５ ０ に 対 す る 撮 像 部 ２ ０ の 距 離 （ 最 短 距 離 ） は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 判 定 部 ３ ０ は 、 シ ー ト ５ ０ の 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 Ｒ １ の 色 情 報 に 基 づ い て 、 前 記  
画 像 情 報 Ｄ の 各 画 素 Ｐ が 欠 陥 で あ る か 否 か を 画 素 Ｐ ご と に 判 定 す る た め の 境 界 Ｔ を 決 定 し  
、 決 定 さ れ た 境 界 Ｔ に 基 づ い て 前 記 撮 像 部 ２ ０ で 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 Ｄ の 全 画 素 Ｐ に つ い  
て 画 素 Ｐ ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る フ ィ ル タ 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 本 実 施 形 態 で は 、 判 定 部 ３ ０ は 、 シ ー ト ５ ０ の 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域  
Ｒ １ の 前 記 色 情 報 と 、 さ ら に 欠 陥 が 存 在 し て い る 領 域 Ｒ ２ の 前 記 色 情 報 と に 基 づ い て 、 画  
素 Ｐ ご と に 上 記 フ ィ ル タ 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 欠 陥 が 存 在 し て い る こ と が 予 め 分 か っ て い る シ ー  
ト ５ ０ を 、 欠 陥 が 存 在 し て い る 領 域 Ｒ １ と 、 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 Ｒ ２ と が 含 ま れ る  
よ う に 撮 像 部 ２ ０ に よ っ て 撮 像 す る 。 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 Ｄ に は 、 色 情 報 と し て 、 Ｒ Ｇ Ｂ  
値 が 含 ま れ て い る 。
　 判 定 部 ３ ０ は 、 画 素 Ｐ ご と に 得 ら れ た Ｒ Ｇ Ｂ 値 群 と 、 各 Ｒ Ｇ Ｂ 値 に 対 応 す る 、 欠 陥 で あ  
る か 否 か の 結 果 群 と か ら 、 欠 陥 で あ る か 否 か の 境 界 と な る Ｒ Ｇ Ｂ 値 （ 境 界 Ｒ Ｇ Ｂ 値 ） を 決  
定 す る 。 こ の 境 界 の 決 定 は 、 例 え ば 、 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン を 用 い て 行 い 得 る 。
　 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン と し て は 、 従 来 公 知 の も の が 用 い ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 判 定 部 ３ ０ は 、 ど の 領 域 に 欠 陥 が 存 在 し て い  
る の か 予 め 分 か っ て い る 画 像 、 す な わ ち 、 各 画 素 Ｐ が 欠 陥 で あ る の か 否 か が 予 め 分 か っ て  
い る 画 像 情 報 Ｄ Ａ に つ い て 、 各 画 素 Ｐ ご と に 、 そ の Ｒ Ｇ Ｂ 値 と 欠 陥 で あ る か 否 か の 情 報 と  
を 関 連 付 け る 。 次 い で 、 欠 陥 で あ る こ と を 示 す Ｒ Ｇ Ｂ 値 群 （ 図 ４ の 欠 陥 部 分 ） と 、 欠 陥 で  
は な い こ と を 示 す Ｒ Ｇ Ｂ 群 （ 図 ４ の 正 常 部 分 ） と か ら 、 識 別 器 と し て 例 え ば サ ポ ー ト ベ ク  
タ ー マ シ ン を 用 い て 、 上 記 境 界 を 決 定 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 判 定 部 ３ ０ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 の う ち 、 各 Ｒ 値 、 Ｇ 値 、 Ｂ 値 に つ い て 、 そ れ ぞ れ の 値 群  
と 、 欠 陥 で あ る か 否 か の 結 果 群 と か ら 、 Ｒ 値 、 Ｇ 値 、 Ｂ 値 ご と に 、 上 記 境 界 を 決 定 す る よ  
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う に な っ て い る 。
　 図 ５ に は 、 得 ら れ た 画 素 Ｐ ご と の Ｂ 値 と 、 各 Ｂ 値 に 対 応 す る 、 欠 陥 で あ る か 否 か の 結 果  
群 と の 関 係 が プ ロ ッ ト さ れ て 作 成 さ れ た グ ラ フ の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 判 定 部 ３ ０ は 、 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 値 群 と 、 欠 陥 で あ る か 否 か の 結 果 群 と の 関  
係 が 非 線 形 で あ る こ と か ら 、 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン を 用 い る こ と に よ っ て 、 上 記 境 界 を  
決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 判 定 部 ３ ０ は 、 上 記 の よ う に し て 予 め 決 定 さ れ た 境 界 Ｔ に 基 づ い て 、 検 査 対 象 で あ る シ  
ー ト ５ ０ が 欠 陥 を 有 す る か 否 か の 検 査 を 行 う 。
　 具 体 的 に は 、 判 定 部 ３ ０ は 、 撮 像 部 ２ ０ に よ っ て 撮 像 さ れ た シ ー ト ５ ０ の 画 像 情 報 Ｄ に  
つ い て 、 各 画 素 Ｐ の Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 、 決 定 さ れ た 境 界 Ｔ と そ れ ぞ れ 比 較 し て 、 各 画 素 Ｐ が 欠 陥  
で あ る か 否 か を 画 素 Ｐ ご と に 判 定 し 、 全 画 素 Ｐ の 判 定 結 果 を マ ッ ピ ン グ す る よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。
　 例 え ば 、 判 定 部 ３ ０ は 、 欠 陥 で あ る 場 合 の Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 数 値 ０ 、 欠 陥 で な い 場 合 の Ｒ Ｇ Ｂ  
値 を 数 値 １ と し 、 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 Ｄ の 各 画 素 Ｐ の Ｒ Ｇ Ｂ 値 が 、 ０ ～ １ ま で の 間 の ど の  
数 値 で あ る か を 決 定 す る 。 判 定 部 ３ ０ は 、 決 定 さ れ た 数 値 を ２ ５ ５ 倍 す る こ と に よ っ て マ  
ッ ピ ン グ を 行 い 、 こ れ に よ っ て 画 像 化 さ せ る 。 次 い で 、 作 成 さ れ た 画 像 を ２ 値 化 処 理 す る  
こ と に よ っ て 、 ま た は 、 作 成 さ れ た 画 像 を 後 述 す る 微 分 フ ィ ル タ を 用 い て 処 理 し た 後 に ２  
値 化 処 理 す る こ と に よ っ て 、 欠 陥 部 分 を 検 出 す る 。
　 か か る 判 定 部 ３ ０ と し て は 、 従 来 公 知 の コ ン ピ ュ ー タ 等 が 挙 げ ら れ る 。 判 定 部 ３ ０ に は  
、 各 種 処 理 に 用 い ら れ る プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ て い る 。
　 表 示 部 ４ ０ は 、 判 定 部 ３ ０ で マ ッ ピ ン グ さ れ た 結 果 を 、 マ ッ ピ ン グ 画 像 と し て 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 判 定 部 ３ ０ は 、 前 述 し た 図 ４ に 示 す よ う に し て 決 定 さ れ た 境 界 Ｔ  
を 用 い て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 検 査 対 象 で あ る 、 す な わ ち 、 未 知 の 画 像 情 報 Ｄ Ｂ の 各 画 素  
Ｐ に つ い て 、 欠 陥 側 で あ る か 、 正 常 側 で あ る か を 判 定 し 得 る 。
　 よ り 具 体 的 に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 判 定 部 ３ ０ は 、 画 像 情 報 Ｄ か ら 各 画 素 Ｐ を 抽 出 す  
る 。 次 い で 、 判 定 部 ３ ０ は 、 各 画 素 Ｐ の Ｒ Ｇ Ｂ 値 が 境 界 Ｔ に 対 し て 欠 陥 側 で あ る か 正 常 側  
で あ る か を 、 正 常 を 数 値 ０ 、 欠 陥 を 数 値 １ と す る ０ ～ １ の 数 値 範 囲 の い ず れ の 数 値 （ 相 対  
値 ） で 表 す 。 次 い で 、 判 定 部 ３ ０ は 、 得 ら れ た 相 関 値 を ２ ５ ５ 倍 し て 各 画 素 Ｐ の 画 素 値 と  
し て 表 し 、 全 画 素 Ｐ の 画 素 値 を 画 像 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 で は 、 判 定 部 ３ ０ が 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 に 基 づ い て 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 す る 態 様 を 示 す が 、 そ  
の 他 、 判 定 部 ３ ０ が 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 に 加 え て 、 さ ら に Ｈ Ｓ Ｌ 値 に 基 づ い て 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 す  
る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 す な わ ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 及 び Ｈ Ｓ Ｌ 値 の ６ 次 元 の 色 情 報 に 基  
づ い て 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
　 Ｈ Ｓ Ｌ 値 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 か ら 、 例 え ば 下 記 数 式 １ に 示 さ れ る 変 換 式 と い っ た 従 来 公 知 の 数  
式 を 用 い て 換 算 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 数 １ 】



10

20

30

40

50

JP 7185388 B2 2022.12.7(8)

【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 判 定 部 ３ ０ が 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 に 加 え て 、 さ ら に Ｘ Ｙ Ｚ 値 を 含 む 色 情 報 に 基 づ い て 上 記  
境 界 Ｔ を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 す な わ ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 及 び Ｘ Ｙ Ｚ 値 の ６ 次  
元 の 色 情 報 に 基 づ い て 、 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
　 さ ら に 、 判 定 部 ３ ０ が 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 、 Ｈ Ｓ Ｌ 値 に 加 え て 、 さ ら に Ｘ Ｙ Ｚ 値 を 含 む 色 情 報 に  
基 づ い て 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 す な わ ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 、 Ｈ Ｓ  
Ｌ 値 及 び Ｘ Ｙ Ｚ 値 の ９ 次 元 の 色 情 報 に 基 づ い て 、 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て  
い て も よ い 。
　 Ｘ Ｙ Ｚ 値 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 か ら 、 例 え ば 下 記 数 式 ２ に 示 さ れ る 変 換 式 と い っ た 従 来 公 知 の 数  
式 を 用 い て 換 算 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 数 ２ 】

【 ０ ０ ４ ６ 】
　 判 定 部 ３ ０ は 、 上 記 Ｒ Ｇ Ｂ 値 に 基 づ く フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ た 後 、 さ ら に 、 欠 陥 の 形 状 に  
応 じ た フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ て 、 各 画 素 が 欠 陥 で あ る か 否 か を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い  
て も よ い 。
　 こ の よ う な フ ィ ル タ 処 理 と し て は 、 例 え ば 、 微 分 フ ィ ル タ 処 理 が 挙 げ ら れ る 。
　 微 分 フ ィ ル タ と し て は 、 例 え ば 下 記 数 式 ３ に 示 さ れ る よ う な 従 来 公 知 の 微 分 フ ィ ル タ が  
用 い ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 数 ３ 】

【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 検 査 方 法 は 、 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 １ を 用 い て シ ー ト ５ ０ の 欠 陥 を 検 査 す  
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る 検 査 方 法 で あ っ て 、
　 シ ー ト ５ ０ を 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 含 む 色 情 報 を 有 す る 画 像 情 報 Ｄ と し て 撮 像 し 、 撮 像 さ れ た 画  
像 情 報 Ｄ の 全 画 素 Ｐ に つ い て 画 素 Ｐ ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る こ と に よ っ て 、 シ  
ー ト ５ ０ が 欠 陥 を 有 す る か 否 か を 判 定 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 の 通 り 、 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 １ は 、
　 対 象 物 （ こ こ で は シ ー ト ） ５ ０ の 欠 陥 を 検 査 す る 検 査 装 置 １ で あ っ て 、
　 前 記 対 象 物 ５ ０ を 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 含 む 色 情 報 を 有 す る 画 像 情 報 Ｄ と し て 撮 像 可 能 な 撮 像 部  
２ ０ と 、
　 前 記 撮 像 部 ２ ０ に よ っ て 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 Ｄ の 前 記 色 情 報 に 基 づ い て 前 記 対 象 物 ５ ０  
が 欠 陥 を 有 す る か 否 か を 判 定 す る 判 定 部 ３ ０ と を 備 え 、
　 前 記 判 定 部 ３ ０ は 、 前 記 対 象 物 ５ ０ の 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 Ｒ １ の 前 記 色 情 報 に 基  
づ い て 、 前 記 画 像 情 報 Ｄ の 各 画 素 Ｐ が 欠 陥 で あ る か 否 か を 画 素 Ｐ ご と に 判 定 す る た め の 境  
界 Ｔ を 決 定 し 、 決 定 さ れ た 境 界 Ｔ に 基 づ い て 前 記 撮 像 部 ２ ０ で 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 Ｄ の 全  
画 素 Ｐ に つ い て 画 素 Ｐ ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る フ ィ ル タ 処 理 を 行 う よ う に 構 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 判 定 部 ３ ０ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 用 い て 画 像 情 報 Ｄ の 各 画 素 Ｐ が 欠 陥 で  
あ る か 否 か を 画 素 Ｐ 単 位 で 判 定 す る た め の 境 界 Ｔ を 決 定 し 、 決 定 さ れ た 境 界 Ｔ に 基 づ い て  
全 画 素 Ｐ に つ い て 画 素 Ｐ ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 し 得 る 。
　 こ れ に よ り 、 複 数 の 画 素 Ｐ で 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 用 い ず に 境 界 Ｔ を 決 定 す る 場 合 よ り も 、 高 い  
精 度 で 欠 陥 検 査 を 行 い 得 る 。
　 よ っ て 、 従 来 よ り も 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 １ に お い て は 、
　 前 記 色 情 報 が 、 さ ら に Ｈ Ｓ Ｌ 値 を 含 む こ と が 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 判 定 部 ３ ０ が 、 色 情 報 と し て Ｒ Ｇ Ｂ 値 に 加 え て さ ら に Ｈ Ｓ Ｌ 値 に  
基 づ い て 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 し 得 る 。
　 こ れ に よ り 、 よ り 詳 細 に 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 し 得 る た め 、 上 記 境 界 Ｔ の 精 度 が よ り 高 く な  
り 、 そ の 結 果 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 １ に お い て は 、
　 前 記 色 情 報 が 、 さ ら に Ｘ Ｙ Ｚ 値 を 含 む こ と が 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 判 定 部 ３ ０ が 、 色 情 報 と し て Ｒ Ｇ Ｂ 値 に 加 え て さ ら に Ｘ Ｙ Ｚ 値 に  
基 づ い て 、 ま た は 、 色 情 報 と し て Ｒ Ｇ Ｂ 値 、 Ｈ Ｓ Ｌ 値 に 加 え て さ ら に Ｘ Ｙ Ｚ 値 に 基 づ い て  
上 記 境 界 Ｔ を 決 定 し 得 る 。
　 こ れ に よ り 、 よ り 詳 細 に 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 し 得 る た め 、 上 記 境 界 Ｔ の 精 度 が よ り 高 く な  
り 、 そ の 結 果 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 １ に お い て は 、
　 前 記 判 定 部 ３ ０ は 、 前 記 対 象 物 ５ ０ の 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 Ｒ １ の 前 記 色 情 報 と 、  
さ ら に 欠 陥 が 存 在 し て い る 領 域 Ｒ ２ の 前 記 色 情 報 と に 基 づ い て 、 画 素 Ｐ ご と に 上 記 フ ィ ル  
タ 処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 判 定 部 ３ ０ が 、 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域 Ｒ １ の 色 情 報 に 加 え て  
、 欠 陥 が 存 在 し て い る 領 域 Ｒ ２ の 色 情 報 に も 基 づ い て 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 し 得 る 。
　 こ れ に よ り 、 よ り 詳 細 に 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 し 得 る た め 、 上 記 境 界 Ｔ の 精 度 が よ り 高 く な  
り 、 そ の 結 果 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 １ に お い て は 、
　 前 記 判 定 部 ３ ０ は 、 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン を 用 い て 前 記 境 界 Ｔ を 決 定 す る よ う に 構 成  
さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン を 用 い る こ と に よ っ て 、 よ り 精 度 良 く 上  
記 境 界 Ｔ を 決 定 し 得 る 。
　 こ れ に よ り 、 よ り 詳 細 に 上 記 境 界 Ｔ を 決 定 し 得 る た め 、 上 記 境 界 Ｔ の 精 度 が よ り 高 く な  
り 、 そ の 結 果 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 １ に お い て は 、
　 前 記 判 定 部 ３ ０ は 、 前 記 フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ た 後 、 さ ら に 欠 陥 の 形 状 に 応 じ た フ ィ ル タ  
処 理 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 上 記 フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ た 後 、 さ ら に 欠 陥 の 形 状 に 応 じ た フ ィ ル  
タ 処 理 を 行 う こ と に よ っ て 、 欠 陥 を よ り 強 調 で き る た め 、 よ り 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得  
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 に お い て は 、
　 前 記 判 定 部 ３ ０ は 、 前 記 撮 像 部 ２ ０ で 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 Ｄ の 全 画 素 Ｐ に つ い て 画 素 Ｐ  
ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か が 判 定 さ れ た 結 果 を マ ッ ピ ン グ す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が  
、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 全 画 素 Ｐ の 判 定 結 果 が マ ッ ピ ン グ さ れ る こ と に よ っ て 、 欠 陥 で あ  
る か 否 か が 容 易 に 確 認 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 検 査 方 法 は 、
　 前 記 検 査 装 置 １ を 用 い て 対 象 物 ５ ０ の 欠 陥 を 検 査 す る 検 査 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 対 象 物 ５ ０ を 、 前 記 色 情 報 を 含 む 画 像 情 報 Ｄ と し て 撮 像 し 、 撮 像 さ れ た 画 像 情 報 Ｄ  
の 全 画 素 Ｐ に つ い て 画 素 Ｐ ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る こ と に よ っ て 、 前 記 対 象 物  
５ ０ が 欠 陥 を 有 す る か 否 か を 判 定 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 上 記 検 査 装 置 １ を 用 い る こ と に よ っ て 、 従 来 よ り も 高 い 精 度 で 欠  
陥 を 検 査 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 以 上 の 通 り 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 従 来 よ り も 高 い 精 度 で 欠 陥 を 検 査 し 得 る 検 査 装 置 及  
び 検 査 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 検 査 装 置 及 び 検 査 方 法 は 上 記 の 通 り で あ る が 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に  
限 定 さ れ る も の で は な く 、 適 宜 設 計 変 更 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 欠 陥 が 存 在 し て い る 領 域 Ｒ １ と 欠 陥 が 存 在 し て い な い 領 域  
Ｒ ２ と の 画 像 情 報 Ｄ に 基 づ い て 、 該 画 像 情 報 Ｄ の 画 素 Ｐ ご と に 色 情 報 を 用 い て フ ィ ル タ 処  
理 し た が 、 本 発 明 に お い て は 、 欠 陥 が 存 在 し て い る 領 域 Ｒ １ の 画 像 情 報 Ｄ の み に 基 づ い て  
、 該 画 像 情 報 Ｄ の 画 素 Ｐ ご と に 色 情 報 を 用 い て フ ィ ル タ 処 理 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、  
得 ら れ た 色 情 報 群 と 、 欠 陥 で あ る か 否 か の 結 果 群 と の 関 係 が 線 形 で あ る こ と か ら 、 上 記 し  
た 識 別 器 と し て サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン を 用 い る こ と に 代 え て 、 識 別 器 と し て 線 形 の 識 別  
器 を 用 い る こ と に よ っ て 、 境 界 Ｔ を 決 定 し て も よ い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 、 実 施 例 を 参 照 し な が ら よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら  
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の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 下 記 撮 像 部 ２ ０ 及 び 照 射 部 １ ０ を 備 え た 図 １ に 示 す 検 査 装 置 １ を 用 い 、 角 度 θ １ ＝ １ ０  
° に 設 定 し 、 撮 像 部 （ レ ン ズ ） と シ ー ト ５ ０ と の 距 離 を ５ ９ ０ ｍ ｍ 、 照 射 部 １ ０ と シ ー ト  
５ ０ と の 距 離 を ７ ０ ｍ ｍ に 設 定 し た 。 対 象 物 と し て の シ ー ト ５ ０ と し て 。 欠 陥 を 含 む こ と  
が 予 め 分 か っ て い る Ｐ Ｅ Ｎ Ｊ Ｅ Ｒ Ｅ Ｘ （ 日 東 電 工 社 製 ） を 用 い た 。
・ 撮 像 部 ２ ０
　 カ メ ラ   Ｊ Ａ Ｉ 社 製   Ｌ Ｑ － ２ ０ １ Ｃ Ｌ － Ｆ 、 Ｒ Ｇ Ｂ ＋ Ｉ Ｒ （ ４ Ｄ カ メ ラ ） 、 分 解 能 （ ０  
． １ ｍ ｍ ／ ｐ ｉ ｘ ） 、 視 野   ３ ４ ０ ｍ ｍ ／ 台
　 レ ン ズ   ブ ル ー ビ ジ ョ ン 製   Ｂ Ｌ － Ｌ １ ０ ５ ０ － Ｆ 、 多 板 式 （ オ ー ト フ ォ ー カ ス シ フ ト 機  
能 ）
・ 照 射 部 １ ０
　 Ｃ Ｃ Ｓ 社 製   Ｌ Ｎ Ｓ Ｐ － Ｓ Ｗ 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 照 射 部 １ ０ か ら シ ー ト ５ ０ に 光 を 照 射 し 、 撮 像 部 ２ ０ で シ ー ト ５ ０ を 、 欠 陥 が 含 ま れ る  
よ う に 撮 像 し た 。 撮 像 さ れ た 画 像 （ フ ィ ル タ 処 理 す る 前 の 画 像 ） を 図 ８ に 示 す 。 図 ８ の 画  
像 で 示 さ れ る 画 像 情 報 Ｄ に つ い て 、 以 下 の 通 り 、 フ ィ ル タ 処 理 を 行 い 、 図 ８ に 実 線 で 示 す  
領 域 に つ い て 、 以 下 の 通 り 、 階 調 を 調 べ た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ 比 較 例 １ ）
　 予 備 実 験 に よ り 、 用 い た シ ー ト ５ ０ で は 、 欠 陥 部 分 の 画 像 情 報 の Ｒ Ｇ Ｂ 値 の う ち 、 Ｂ 値  
の 方 が 、 Ｒ 値 及 び Ｇ 値 よ り も 顕 著 に 検 出 （ 撮 像 ） さ れ る こ と が 分 か っ た 。
　 そ こ で 、 得 ら れ た 画 像 情 報 Ｄ の Ｒ Ｇ Ｂ 値 か ら Ｂ 値 の 色 情 報 を 抽 出 し 、 抽 出 し た 全 て の 画  
素 の Ｂ 値 に つ い て 、 上 記 数 式 ３ に 示 す 微 分 フ ィ ル タ 処 理 を 行 う こ と に よ っ て 、 欠 陥 部 分 を  
強 調 さ せ て 、 画 像 化 さ せ た 。
　 そ の 結 果 、 図 ９ に 示 す よ う な 画 像 が 得 ら れ た 。
　 図 ８ の 実 線 で 示 す 部 分 に つ い て は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 最 も 色 が 濃 い 部 分 と 最 も 色 が 薄  
い 部 分 と の 差 が 、 ６ 階 調 で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 判 定 部 ３ ０ に よ っ て 、 得 ら れ た 画 像 情 報 Ｄ の 各 画 素 Ｐ の Ｒ Ｇ Ｂ 値 群 と 、 欠 陥 で あ る と い  
う 結 果 群 及 び 欠 陥 で な い と い う 結 果 群 と を 、 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン を 用 い て 、 欠 陥 で あ  
る か 否 か の 境 界 Ｔ を 決 定 し た 。 決 定 さ れ た 境 界 Ｔ を 用 い て 、 検 査 対 象 で あ る 未 知 の （ 欠 陥  
を 有 す る か 否 か が 不 明 な ） 画 像 情 報 Ｄ に つ い て 、 画 素 Ｐ ご と に 欠 陥 で あ る か 否 か を 判 定 す  
る フ ィ ル タ 処 理 を 行 い 、 こ の フ ィ ル タ 処 理 で 得 ら れ た 数 値 （ ０ ～ １ の 範 囲 内 の 相 対 値 ） を  
２ ５ ５ 倍 す る こ と に よ っ て 、 マ ッ ピ ン グ し た 。
　 そ の 結 果 、 図 １ １ に 示 す よ う な 画 像 が 得 ら れ た 。
　 図 ８ の 実 線 で 示 す 部 分 に つ い て は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 色 が 濃 い 部 分 と 色 が 薄 い 部 分  
と の 差 が 、 ４ ２ 階 調 で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 実 施 例 １ で 得 ら れ た 図 １ １ に 示 す 画 像 に 、 さ ら に 上 記 数 式 ３ に 示 す 微 分 フ ィ ル タ を 用 い  
て フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ た 。
　 そ の 結 果 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 欠 陥 部 分 を 強 調 す る こ と が で き た 。
　 図 ８ の 実 線 で 示 す 部 分 に つ い て は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 最 も 色 が 濃 い 部 分 と 最 も 色 が  
薄 い 部 分 と の 差 が 、 ４ ８ 階 調 で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ 実 施 例 ３ ）
　 判 定 部 ３ ０ に よ っ て 、 得 ら れ た 画 像 情 報 Ｄ の 各 画 素 Ｐ の Ｒ Ｇ Ｂ 値 、 Ｈ Ｓ Ｌ 値 及 び Ｘ Ｙ Ｚ  
値 群 と 、 欠 陥 で あ る と い う 結 果 群 及 び 欠 陥 で な い と い う 結 果 群 と を 、 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ  
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シ ン を 用 い て 、 欠 陥 で あ る か 否 か の 境 界 Ｔ を 決 定 し た 。 決 定 さ れ た 境 界 Ｔ を 用 い て 、 検 査  
対 象 で あ る 未 知 の （ 欠 陥 を 有 す る か 否 か が 不 明 な ） 画 像 情 報 Ｄ に つ い て 、 画 素 Ｐ ご と に 欠  
陥 で あ る か 否 か を 判 定 す る フ ィ ル タ 処 理 を 行 い 、 こ の フ ィ ル タ 処 理 で 得 ら れ た 数 値 （ ０ ～  
１ の 範 囲 内 の 相 対 値 ） を ２ ５ ５ 倍 し て 、 マ ッ ピ ン グ し た 。
　 そ の 結 果 、 図 １ ５ に 示 す よ う な 画 像 が 得 ら れ た 。
　 図 ８ の 実 線 で 示 す 部 分 に つ い て 、 上 記 処 理 で 得 ら れ た 数 値 を ２ ５ ５ 倍 し た と こ ろ 、 図 １  
６ に 示 す よ う に 、 最 も 色 が 濃 い 部 分 と 最 も 色 が 薄 い 部 分 と の 差 が 、 ４ ５ 階 調 で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ 実 施 例 ４ ）
　 実 施 例 ３ で 得 ら れ た 図 １ ６ に 示 す 画 像 に 、 さ ら に 上 記 数 式 ３ に 示 す 微 分 フ ィ ル タ を 用 い  
て フ ィ ル タ 処 理 を 行 っ た 。
　 そ の 結 果 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 欠 陥 部 分 を 強 調 す る こ と が で き た 。
　 図 ８ の 実 線 で 示 す 部 分 に つ い て は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 最 も 色 が 濃 い 部 分 と 最 も 色 が  
薄 い 部 分 と の 差 が 、 ５ ０ 階 調 で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 上 記 の 結 果 、 各 画 素 Ｐ の Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 用 い て 境 界 Ｔ を 決 定 す る こ と に よ っ て 、 従 来 よ り も  
欠 陥 を 精 度 良 く 検 査 し 得 る こ と が わ か っ た 。 ま た 、 各 画 素 Ｐ の Ｒ Ｇ Ｂ 、 Ｈ Ｓ Ｌ 、 Ｘ Ｙ Ｚ 値  
を 用 い て 境 界 Ｔ を 決 定 す る こ と に よ っ て 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 を 用 い た 場 合 よ り も 、 欠 陥 を 精 度 良 く  
検 査 し 得 る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 に つ い て 説 明 を 行 な っ た が 、 各 実 施 の 形 態  
及 び 実 施 例 の 特 徴 を 適 宜 組 み 合 わ せ る こ と も 当 初 か ら 予 定 し て い る 。 ま た 、 今 回 開 示 さ れ  
た 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と 考 え ら れ る  
べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 実 施 の 形 態 及 び 実 施 例 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に  
よ っ て 示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 及 び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と  
が 意 図 さ れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 １ ： 検 査 装 置 、 １ ０ ： 照 射 部 、 ２ ０ ： 撮 像 部 、 ３ ０ ： 判 定 部 、 ４ ０ ： 表 示 部 、 ５ ０ ： シ  
ー ト （ 対 象 物 ）
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】



10

JP 7185388 B2 2022.12.7(16)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ｇ０６Ｔ 7/90 (2017.01)

ＦＩ
　Ｇ０６Ｔ 7/00 ３５０Ｂ 　　　
　Ｇ０６Ｔ 7/90 　　　Ｄ 　　　

審判官　 ▲高▼見  重雄
(56)参考文献 米国特許出願公開第２０１２／０１６３６９８（ＵＳ，Ａ１）

特開２０００－９２３１９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１１－１４１８０９（ＪＰ，Ａ）
特開２００８－８２８２１（ＪＰ，Ａ）
特開２０１３－９８２６７（ＪＰ，Ａ）
特開２０１６－１８１０９８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
G01N21/84-21/958


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

